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２０２４年度事業報告及び収支決算報告 

 

 新型コロナウイルス感染症の影響も落ち着きを見せ、国内外の人の動きも活発にな

ってきている中、観光需要を的確に捉え、積極的な着地型観光の展開につなげるため、

2024 年９月に旅行業登録をおこないました。 

また、当協会の更なる認知度向上を図るため、食・スポーツ・文化分野における各種

イベントにも積極的に参加し、プロモーション活動を行いました。 

 さらに、史料館運営については、閑散期である冬期間の入館者数増を図るため、新た

な企画として「刀剣の世界展」を開催したところ、大好評であったことから会期を延⾧

するなど柔軟に対応しました。このように年間を通したさまざまな取り組みにより 1 年間

の入館者数は、前年度比で約 2,600 人多い過去最高の２４,５９８人となりました。 

  

 

１．観光イベント開催事業                ２０,５３４,２４５円 
 

（１）つばめ桜まつり 分水おいらん道中 <事業費 17,776,478 円> 
 

   「第 79 回分水おいらん道中」は、５年振りとなる屋外 

開催となり、地蔵堂本町通り・大河津分水桜並木の２か 

所を、３名のおいらん役を含む総勢 63 名で練り歩きま 

した。 

今回は、８年振りに来場者の記念撮影に応える染井吉野 

太夫を復活させ、燕市 PR 大使で BSN アナウンサーの 

大塩綾子さんを起用するとともに、ほうかん役には同じ 

く BSN アナウンサーの三石佳那さんを充てました。 

また、桜のライトアップ用に照明機材の寄贈をいた 

だいたことから有効に活用するため、新たに 2 か所を 

追加して市内４か所でライトアップを実施しました。 

次回以降も継続していきたいと考えています。 

商店街の賑わい創出においては、地元商店会主導で桜まつり期間中にイベントを企

画し、地域活性・消費拡大のために大売り出しを実施しました。併せて当協会も連携

しておいらん道中当日以外にも集客等をするため、周知 PR に努めました。 

 

 

 

第１号議案 
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【実績】  

①  2024 つばめ桜まつり 

・期間：2024 年 3 月 23 日（月）～4 月 14 日（日） 

・来場者数：10,476 人（前年比 340.6％） ※2023 年：コロナ禍 

  ② 第 79 回分水おいらん道中 

   ・開催日：2024 年 4 月 7 日（日）／ 天候：晴れ 

   ・場所：地蔵堂本町通り、大河津分水桜並木 

   ・来場者数：16,000 人（前年比 1,454.5％） ※2023 年：コロナ禍、屋内開催 

・販売 

   協賛（ぼんぼり等）105 件（前年比 141.6％） 2,065,000 円 

   有料観覧席    184 席（前年比 157.2％）   368,000 円 

   駐車場協力金   1,241 台（前年比 271.9％）  644,450 円 

  

（２）越後くがみ山 酒呑童子行列 <事業費 2,757,767 円>  
 

               道の駅国上のステージ広場を会場とし、飲食物販テ 

ント・各種ワークショップなどを実施したほか、⿁仮装 

した出演者 16 名が会場と酒呑童子神社間を来場者と共 

に行列しました。 

2024 年度は、より酒呑童子伝説の由来にちなんだもの 

にするためコンコンセプトを ”良い⿁として心願成就を 

祈願”から“様々な縁を結ぶ、子供の成⾧を祈願”に変更 

し、分かりやすいものに改めました。 

また、当日までの約１か月間を「つばめ⿁まつり」期間 

とし、機運を盛り上げる PR イベントを市内各所で実施 

しました。加えて更なる誘客を図る費用に充てるため、 

協賛広告を募り、テレビやラジオ CM などを活用し情報 

発信しました。 

【実績】 

① つばめ⿁まつり 

期間：2024 年 8 月 30 日（金）～9 月 29 日（日） 

 ・出張！こどもの森 ⿁工作ワークショップ（こどもの森） 

 ・つばめ⿁まつり＠吉田ふれあい広場（吉田ふれあい広場） 

 ・つばめ⿁まつり＠燕市交通公園＆こどもの森 
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 ・⿁関連図書の展示、読み聞かせ（燕・吉田・分水図書館、道の駅国上） 

 ・⿁チャリティバザー（分水児童館「童楽夢」） 

・スポーツ祭 ～つばめ⿁まつり～（分水総合体育館） 

 

② 酒呑童子行列 

  ・開催日：2024 年 9 月 29 日（日） 

  ・場所：道の駅国上、酒呑童子神社周辺 

  ・来場者数：4,480 人 

 

（３）国上山エコ･トレッキングツアー（観光ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ戦略事業）<事業費 880,000 円> 
 

国上山周辺の身近な自然を活かした自然観光の魅力 

を体験してもらうため、NST 新潟総合テレビとのタイ 

アップ企画を実施しました。 

 

参加者：261 人 

開催日時：2024 年４月 28 日（日） 

集合場所：道の駅国上 

コース：道の駅国上→朝日山展望台→国上寺→ 

蛇崩れ→稚児道→朝日山展望台 

 

 

 

２．受託事業                      ４４,１６４,２０３円 
 

（１）観光プロモーション戦略事業 <事業費 3,402,545 円>  

① コンテンツ情報の発信強化 
産業・自然・食など多彩なコンテンツや市内で開催される各種イベントの主催者と

連携して情報収集を行い、協会 WEB サイトや SNS、新たに中国版 SNS の運用を開始

して情報発信を実施しました。また、文化庁「100 年フード」に選定された燕背脂ラ

ーメンは、昨年に引き続き市イベント事業と連携しコンテンツの定着・拡大を進めま

した。 
 

② 情報発信ツールの作成 

体験パンフレット（15,000 部）、新たな観光ポスター（1,000 枚）、燕市観光

協会オリジナルカレンダー（500 部）制作 

  

2024 年度 
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③ 広報活動 

・道の駅北陸版（秋冬号・春夏号）、JNTO（史料館の体験紹介）・関東 DMO 

（分水おいらん道中）による SNS 発信、メディア関連への取材・情報提供等 

・街ガチャ販売への協力（景品の選定） 

・アルビレックス新潟オールニイガタ DAY、200m いちびへの出店（体験･観光 

協会 PR） 
 

④ 市内団体支援 

・八王寺大白藤の藤まつり 

開催期間中の安全管理及びライトアップ支援 

期間：2024 年 5 月 1 日～5 月 14 日 

・国上山良寛史跡ボランティアガイド 

「はちの子会」への周遊ガイド実施依頼 

     期間：2024 年 4 月～11 月  ガイド実施人数計 2,553 人(前年比 106.4％) 

     うち、周遊ガイド実施人数計 37 件 61 名（前年比 97.4％） 

・国上山ネイチャーウォーク 

「里山花とみどりの会」へのガイド依頼 

年 4 回（5 月、11 月、1 月、3 月）開催 

参加者計 91 人(前年比 81.9%、開催数 1 回減) 

   ・中ノ口川 E ボート川下り体験 

      2024 年 8 月 3 日 参加者 84 人 

・吉田天満宮 

広報ポスター制作支援 

・戸隠神社春季祭礼 萬燈 

広報ポスター制作支援、シャトルバスの運行（2024.5.19（日）のみ） 
 

（２）観光推進事業 <事業費 40,761,658 円>  

  ① 産業史料館運営事業 

史料館受付・館内案内・企画展運営・体験工房館運営等の業務に継続して全職

員体制で対応にあたり、情報発信については、当協会 SNS（Instagram・X（旧ツ

イッター））で写真や動画を積極的に発信し、来館者の利便性向上のために館内装

飾やアナウンス表示など、来館者目線に立ったさまざまな工夫も行いました。 

また、企画展においては、入館者が減少する冬季間に初の試みとして「刀剣の

世界展」を開催。大きな反響があり会期延⾧をするなど入館者数増への取り組み

も実施しました。 
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【実績】 

入館者数 24,598 人（前年比 111.9％）※過去最高 

うち、企画展開催期間中の来場者数  17,911 人（5 回） 

   ・水燕鎚工会 作品展    （2024 年 4 月 19 日～5 月 19 日）2,595 人 

   ・松浦 靖 世界のスプーン展 （2024 年 6 月 7 日～7 月 15 日） 2,433 人 

   ・燕のカレー展     （2024 年 8 月 2 日～9 月 8 日）  4,010 人 

   ・燕のラーメン展    （2024 年 10 月 4 日～11 月 17 日） 3,707 人 

   ・刀剣の世界展     （2025 年 1 月 10 日～3 月 16 日）  5,166 人 ※会期延⾧ 
 

② 観光プロモーション事業 

一般団体、インバウンドは増加傾向にあり、インバウンド手配数は過去最高に

なりました。通訳の手配などの慢性的な課題もあるため、引き続き当協会が支援

していきます。受入企業については新たに４社が加わりました。 

 

【産業観光受け入れ実績】 

  ・ナビゲーター手配総数 288 件（7,447 人） 前年比 99.0% 

  ・修学旅行手配総数     14 件  （506 人） 前年比 60.9% 

  ・インバウンド手配総数 36 件  （737 人） 前年比 119.8% 

  ・工場見学受入工場手配数 9 件 （3,177 人） 前年比 118.3% 

  ・インバウンド受入工場数 3 件 

（藤次郎㈱オープンファクトリー､㈱武田金型製作所､㈱サクライ） 

  ・新規工場見学受入工場数 4 件 

（後藤金属工業㈱、㈱興輝、㈲フカウミ、燕物産㈱） 
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３．燕市観光協会運営費                 ２9,５０５,５３０円 
 

職員体制については、臨時職員 5 名のうち、2 名を正規職員に登用したほか、新たに

２名の臨時職員を採用し、市からの派遣職員３名（事務局⾧含む）、体験工房館スタッ

フ９名の総勢 19 名体制になりました。また、当協会が 2024 年９月に旅行業に登録さ

れたため、それ以降、旅行商品の造成などの新たな事業展開が可能となりました。 

                                運営費については、市からの補助金に依存して

いますが、自主財源の確保を目的に体験工房館で

のお土産品販売を市から移行しました。また、稼

ぐ観光協会を目指して「にいがた酒の陣（主催：

にいがた酒の陣実行委員会）」に初出展し、産業体

験と当協会の PR 活動を実施しました。今後もイ

ベント情報の発信に限らず、当協会の認知度向上

への取り組みも強化してまいります。  
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